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当社の歴史
～アロー号に夢をのせて～
－当社の歴史は、今から９４年前
の１９１６年（大正５年）に、創業者
であり私の祖父である矢野倖一が、
現存する最古の国産自動車である
「アロー号」を足かけ４年の歳月
を経て完成させたことに始まります。
当時、車といえば産炭地の富裕
層が海外で生産された車を走らせ
ている程度で、庶民にはほとんど
縁が無かった存在でした。そうし
たなか、福岡の実業家村上義太郎
氏より国産自動車の製作依頼を受
け、資金援助のもと製作に挑戦し
ました。元来機械好きだった祖父
は、海外文献を取り寄せ、九州帝
国大学の教授や第一次世界大戦の
捕虜として福岡に収容されていた
独ベンツ社出身の技師などから指
導を受けて、タイヤ・気化器（空
気に燃料を混合する装置の一
つ）・電気装置以外は全て国産部
品を使った「アロー号」（現存す
る最古の国産車）を完成させました。
現在、この「アロー号」は福岡
市博物館に保存・展示されており、
昨年８月には日本機械学会から機

械遺産に認定されたことを受けて、
２０年ぶりに博物館の前庭で記念
走行を行いました。
「アロー号」を完成させたのち、
１９２２年（大正１１年）に当社の前身
である「矢野オート工場」を創業
（現在の福岡市中央区春吉）致しま
した。創業当初は、石炭輸送用の
可動式荷台の需要が相次ぎ、外国
製トラックの荷台を改造する業務
に追われていました。戦時色が強
まると軍用の特装車需要が高まっ
たこともあり当社は海軍省直轄の
工場に指定され、本格的な特殊自
動車づくりを始めました。
戦後になると、自動車輸送が急
速に発展しはじめ、１９５３年（昭和
２８年）に「株式会社矢野特殊自動
車製作所」を設立し、５９年（昭和
３３年）には我が国初となる冷凍輸
送車を完成させました。

特装車総合メーカーとしての強み
－当社は、現在保冷車や冷凍車な
どのバン車、タンクローリ、車両
運搬車やレスキュー車などの特装
車の設計・製造・販売を行ってい
ます。具体的には、お客様である
トラックメーカーもしくはディー
ラー様から車台を支給頂き、その
車台に「特殊機能」を持つ車体を
据え付けて特装車を納入するとい
う事業モデルを採用しています。
なかでも、主力商品である大型
冷凍車の国内シェアは３０％を超
えるなど全国トップクラスの実績
を誇っています。

一方で、当社は航空ローリ（空
港内で航空機に給油する車体）や
車両運搬トレーラーを取り扱って
おり、国内のメーカーとしてはそ
れぞれ２社しかない、ニッチな
メーカーとして存在しています。
これまでに当社が手がけた車種は
約６０種類に上っています。
また当社の強みは、特装車の総
合メーカーとして積み重ねた技術
力はもちろんのこと、お客様に密
着した提案・開発から設計、製造、
メンテナンスに至るまで自社でワ
ンストップ型の生産体制を敷いて
いることです。
お客様ごとに冷凍機の仕様など
のニーズが異なることから、すべ
てオーダーメイドで図面を起こし
ており、量産体制をとる大手では
対応が難しい少量多品種生産に対
しても「なんでもやります」のチャ
レンジ精神で頑張っています。そ
の結果、多少なりともお客様から
の信頼を獲得することが出来たと
思っています。

新たなユーザーの開拓を目指して
（東へ東へ）
－２００３年に旧阪急電鉄から、冷
凍車メーカーであるアルナバン
（現アルナ矢野特車）の営業権を譲
り受け、同時に滋賀県米原市に工
場を取得しました。もともとのラ
イバルメーカー同士が一緒になり
ましたが、両社の“いいとこ取り”
で、製品開発力、生産技術力、サー
ビスメンテナンス力や営業力が向

株式会社 矢野特殊自動車
代表取締役社長

矢野 彰一氏
■創 業：１９２２年１１月 ■設 立：１９５３年１１月
■所 在 地：福岡県糟屋郡新宮町 ■資 本 金：４，９００万円
■従 業 員：３４０名
■事業内容：特装車の設計・製造・販売
■営業拠点：糟屋郡新宮町（本社・工場）、滋賀県米原市（関連会社工場）
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上し、結果的にはアルナバン、矢
野両社はもちろんお客様にとって
も価値あるＭ＆Ａとなったものと
信じています。現在は関西、中部、
関東で徐々にシェアを拡大中で、
今後は、足もとをしっかり見つめ
ながら“バリューアップ”（更なる
企業価値向上）に努め、東へお客様
の支持を拡大できればと目論む所
です。九州の矢野特殊自動車から
全国区へ脱皮するチャレンジです。

お客様の技術パートナーとして
－当社は、「お客様のコストと機
能を考え、最適でオリジナリ
ティーあふれる製品とサービスを
提供する」お客様の技術パート
ナーとして役立つことを目標にし
ております。
例えばタンクローリについて、
お客様から燃料高へ対応したいと
の要望があれば、積載量を維持し
ながら全長を１０％短くした製品
を２００７年（平成１９年）に開発する
などお客様の要望に極力応えるよ
う努力しています。この経験は全
長を短くすることで小回りが効く
うえ、燃費が向上し更には二酸化
炭素の削減にも繋がるなど、環境
に優しい製品を開発することにつ

ながった良い事例だと思っていま
す。引き続き“Ｑｕａｌｉｔｙｉｓｏｕｒ
ｍｉｓｓｉｏｎ”（品質我が使命）を
モットーに、品質第一で、お客様
に「納得」していただける製品サー
ビス作りを目指していきたいと考
えています。

モノづくりは人づくり
－当社は、様々な特装車を生産し
ている、いわゆる「モノづくり」
の企業です。ただ、「モノづくり」
とは言っても結局は人の手でつく
られます。
私は、究極の「モノづくり」と
は、お客様に喜んでもらう為の「人
づくり」であると考えています。
経営理念として「人類の発展に
貢献する企業の経営」を掲げてい
るため、自分たちがつくったもの
が、社会でどのような役割を果た
し、どのように役立つのかを常に
考えながら仕事をしていく必要が
あります。
創業者である祖父から受け継い
だ「とにかくつくってみよう」と
いう矢野スピリットを今後も受け
継ぎ、お客様に喜んでいただける
ような矢野特殊自動車になってい
けるよう努力してまいります。

福岡銀行
取締役頭取 谷 正明

ゼロから造り上げた車づくり
に対する創業者のチャレンジ精
神は、現在、多種にわたる特装
車をオーダーメイドでつくり上
げる技術力やこだわりとなって
受け継がれ、お客様からの絶大
な信頼に繋がっているものとご
察し致します。今後もチャレン
ジ精神と高い技術力を武器にお
客様に喜ばれる商品を提供され、
全国トップの地位を確立される
ことを期待しております。

左から山口経営管理本部長、矢野常務、矢野会長、
谷頭取、矢野社長、為永コーポレート営業第二部長

アロー号 製作中の航空ローリ

本社工場 大正時代に製作された
Ｖ８エンジン２機

工場視察の様子 冷凍車内部の説明
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設計・技術開発業務を目的として

熊本テクノを設立

－当社の創業は、現相談役である

前田幸介がダイケイ電子を創業し

た１９８３年（昭和５８年）６月となり

ます。ダイケイ電子は電子基板へ

の部品実装をメイン業務としてい

ましたが、お客様の要望が刻々と

変化するなか、組立部門だけでは

時代に取り残されてしまうという

考えから、設計・技術開発業務を

目的として熊本テクノを１９８８年

５月に設立しました。

その後、９０年（平成２年）にダ

イケイ電子を熊本テクノが吸収合

併して一体化しました。４年後の

９４年には、それぞれの会社で稼

動していた４つの工場（本社工場、

北部工場、リレー〔継電器〕工場、

菊陽工場）を、熊本コスモ工業団

地に新築した本社工場に集約しま

した。

一昨年には、創業２５周年を迎

えることが出来、多くの皆様のご

支援の賜物と感謝致しております。

当社の能力を示した

長野オリンピックでの

バードカム開発

－当社はお客様のご要望に応じて

開発設計から製造まで一貫したモ

ノづくりで、様々な電子機器を提

供することが出来ます。

開発設計においては、オムロン

熊本（現オムロンリレーアンドデ

バイス）様へリレー（継電器）製造

ラインの検査装置を提供している

ほか、佐藤建設工業（現ＳＩＳ）様

が開発され長野オリンピックで採

用されたバードカムやリニアカム

など自動併走カメラの制御部分、

京三製作所様の鉄道関連装置に関

わるソフトや、鉄道のホームの安

全柵や九州新幹線の運行制御シス

テム関連など、色々な装置の開発

に携わってきました。

そのなかでもバードカムの開発

は、当社の持つ技術の高さを世に

示すこととなりました。この装置

は冬のオリンピックのアルペン競

技コースの真横に張ったピアノ線

上を、機材の自重で自動落下させ、

選手と同じ速度（最高速度１００�）
となるようにブレーキをかけ、そ

の速度を制御しながら、選手の動

きを撮影する装置です。この開発

した技術と装置は、現在も陸上や

水泳など、様々な競技で使われて

います。この装置の開発のポイン

トはバードカムに内蔵された傾斜

計、角速度計、距離計などから得

られたデータを内蔵のＣＰＵで瞬

時に処理し、動きを制御する点で

す。この機能の開発には大変苦労

しましたが、休日返上で取り組み

完成させることができました。

長野オリンピック開催中に、ア

メリカの放送関係者が関心を示し

たことをきっかけとして、発注

メーカーがラスベガスの放送関係

機材の展示会に出品しました。当

社の社員も技術援助先ということ

で同行させていただき、現地で高

い評価を受け、大変な自信をつけ

ることができました。

お客様に感謝し

心を込めたモノづくり

－当社は２０００年にＩＳＯ９００１（品

質）、０４年にＩＳＯ１４００１（環境）の

認証を取得し、品質方針として「品

質第一」を掲げ、製品づくりに取

り組んできました。モノづくりに

携わる当社の使命は、お客様に喜

んでいただける製品を提供するこ

とです。お客様が要望する以上の

ことを常に考え、心を込めたモノ

づくりを行えば、必ずまたご指名

熊本テクノ 株式会社
代表取締役社長

西岡 英明氏
■創 業：１９８３年６月 ■設 立：１９８８年５月
■所 在 地：熊本県熊本市 ■資 本 金：９，８００万円
■従 業 員：８４名
■事業内容：電子機器設計製造
■営業拠点：熊本市（本社・工場）、福岡市（福岡営業所）
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をいただくことができると考えて

います。お客様からのご要望に対

してはお断りをすることが殆どな

く、「こんなものはできないか？」

の一言から様々な製品を創り上げ

てきました。

現在は品質管理に加え、ＥＵに

おいて環境重視の指針として採決
ロ ー ズ

された、ＲｏＨＳ（有害物質規制）

対応製品を開発設計段階から取り

入れ、環境に配慮した製品づくり

を進めています。例えば、製造工

程においても実装ラインに鉛を含

有しない半田付けに対応できる装

置を導入していますので、部品一

つ一つの実装に対しても細かくお

応えすることができます。

これからも高付加価値のモノを

提供し続ける

－これまでは営業部門を持たず、

お客様や商社などお取引先からの

ご紹介を中心に売上げを伸ばして

くることができました。今期から

営業部門を新設し活動を始めてい

ますが、これからもお取引先との

信頼を絆とし、輪を広げていける

ようなパートナー関係を築いてい

きたいと考えています。そのため

に、今まで以上にお客様のご要望

にお応えできる、高付加価値のモ

ノを提供する努力を続けてまいり

ます。

ＬＥＤやソーラー関連製品を

提供し社会に貢献

－今後については、環境分野にお

いてＬＥＤ蛍光灯や街路灯にソー

ラーパネルを組み合わせたシステ

ム製品などを、介護福祉分野では

安心・安全・信頼されるシステム

製品を幅広く提供し、社会に貢献

し続ける企業となりたいと考えて

います。

最後に「Ｂ・貧乏が、Ｉ・いや

だから、Ｇ・頑張ろう・・・そし

てＢＩＧになろう」という精神を

全社員が共有し、一丸となって現

在の厳しい環境を乗り切って行き

たいと思っています。

熊本ファミリー銀行
取締役頭取 鈴木 元

地方にありながら、世界レベ

ルの技術力で「あったらいい

な」と思える製品をこれまで

次々と世に送り出してこられま

した。こうした実績の積み重ね

が顧客との信頼関係を盤石なも

のにしている要因だと思います。

卓越した開発力を用いて、Ｌ

ＥＤやソーラー機器などの環境

分野や介護福祉分野で、今後ど

のような製品を提供されていか

れるのかとても楽しみです。

ダイレクトドライブマウンター（チップ実装機） 手作業での半田付け作業

バードカム リレー検査機 左から酒井営業部長、前田相談役、西岡社長、
鈴木頭取、北岡副部長
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会社設立のきっかけは

母の味の再現

－当社は、牛・豚・鶏肉及び内臓
肉の加工卸を行っており、実兄で
現会長である松尾淳一が、１９７４
年（昭和４９年）５月に創業（設立）
しました。両親が食肉関係の事業
を営んでいたこともあり、当時、
特殊な肉類であったため調理法な
ども一般には知られていなかった
ホルモン（内臓肉）を、私どもは子
供の頃から母が料理してくれてい
たためよく食べていました。いわ
ゆる牛、豚、鶏等のホルモンは種
類によって味が異なり、多様性に
富んでいることから「バラエ
ティーミート」とも呼ばれており、
味付け加工をすることで、食べや
すくなると同時に調理しやすくな
るヘルシーな食品です。こうした
子供の頃の母の味を再現したいと
いう思いがきっかけとなり、商品
として広く普及させることを目的
に当社は設立されました。
当初は兄弟３人、パートスタッ
フ３人でスタートしましたが、現

在では、仕入から開発、加工・製
造、販売までを一貫して行う従業
員４５０名規模の企業に成長し、長
崎県を中心に九州、中国、関西ま
で販路を拡大しています。

一歩先の食肉文化を

クリエイトする

－当社の主力商品であるホルモン
は売上全体の約６割を占め、これ
に加えローストビーフ、やきとり、
鍋物セットなど、新鮮で美味しい
加工食品を量販店などに卸してい
ます。「一歩先の食肉文化をクリ
エイトする」という理念を掲げ、
毎日の生活に欠かせない「食べ
る」ことを通じて、一人でも多く
の方に“おいしい”の笑顔が届く
ように素材の味を生かした商品の
開発を日々続けています。全国的
なブームとなった「もつ鍋」も、
当社では「牛もつ鍋」としていち
早く製品化し販売してきたもので
す。独自のスープ開発と地道な売
込みによって、もつ鍋ブームの先
駆的な役割を果たしたと自負して
います。このような商品開発を積
み重ねた結果、提供しているアイ
テム（加工食品）は、現在３００種類
以上にのぼります。

日本で初めてＳＱＦ２０００

（畜産副生物分野）を取得

－当社では工場における製品の衛
生管理には常に細心の注意を払う
と同時に、設備の充実を図ってき
ましたが、１９９６年夏に発生した
病原性大腸菌Ｏ－１５７騒動は、食
品業界に大きな影響を与え、当社
の営業環境も一変しました。この
時に、製造する食品の安全性を客
観的に示すことの重要さを痛感し、
当社は全国に先駆けて、米国で宇
宙食の安全性を確保するために開
発されたＨＡＣＣＰ（危害分析重要
管理監視方式）システムを導入し
ました。
さらに、２００５年９月にはＨＡＣ
ＣＰとＩＳＯ９００１が組み合わされ
た「ＳＱＦ２０００」認証システムも
取得しました。このシステムは食
品の安全性だけでなく品質も保証
する国際規格で、畜産副生物（ホ
ルモン）分野での取得は当社が日
本で初めてとなります。こうした
取り組みにより、生産工程におけ
る当社の管理レベルは格段に向上
し、消費者や販売先に対する当社
のアピールポイントとなっていま
す。

ギフト専用工場「夢工房」が稼動

－２００９年６月に第四番目の工場
を新設し、「夢を語れる工場にし

株式会社 丸協食産
代表取締役社長

松尾 功氏
■創 業：１９７４年５月
■所 在 地：長崎県佐世保市 ■資 本 金：４，７００万円
■従 業 員：４５７名（パート社員含む）
■事業内容：牛・豚・鶏肉及び内臓肉の加工卸
■営業拠点：佐世保市（本社・工場）、大野城市・北九州市・熊本市・

大分市・大阪市・広島市（営業所）
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たい」という想いから夢工房と名
付けました。ここでは加熱調理済
みのレトルト製品を製造しており、
本格的なレトルト・加熱処理設備
と関連会社「豊味館」が販売する
ギフト商品のセッティングルーム
を装備しています。黒豚ロールス
テーキ、豚角煮、イベリコ豚焼肉
などに加え、テールスープ、テー
ルカレーなどおいしさと品質にこ
だわったギフト商品をひとつひと
つ大切に作っています。
最近では地域貢献の願いも込め
て長崎県産地鶏を活用した「つし
ま地どり鍋セット」を開発し、２００９
年度（平成２１年度）の長崎県特産
品新作展（農林畜産加工品部門）で
最優秀賞を受賞しました。これも、
日夜、製品開発に必死に取り組ん
できた成果だと自負しています。

「熱意」「誠意」「創意」をもとに

時代が求める製品を提供

－当社では「熱意」「誠意」「創

意」という三つの言葉をとても大
事にしています。「熱意」とは若々
しいエネルギーで行動を起こすこ
と、「誠意」はお客様や取引先に
対して絶対にうそをつかないこと、
「創意」はいつも新しい商品開発
ができないか、改善ができないか
といった思いを持ち続けることで
す。こうした考えを、社員はもち
ろん、パートの方たちにも十分に
理解してもらえるよう朝礼等を通
じて話したり、社内や工場の目に
付くところに掲示して浸透を図っ
ています。
当社は新しい食肉文化をつくろ
うという思いから始まり、創業か
ら今年は３６年を経ようとしてい
ます。食品の安全性に対する消費
者の意識がますます高まるなか、
これからも「一歩先の食肉文化を
クリエイトする」という理念を大
事にし、時代に求められる製品を
作り続けてまいります。

親和銀行
取締役頭取 鬼木 和夫

バラエティミートの味付け加

工に始まり、贈答用の黒豚ロー

ルステーキ、テールスープまで、

当社で製造される製品の豊富さ

には圧倒されました。創業から

の理念を実践されてきたことが

よくわかります。

徹底した衛生管理と品質への

こだわりには卓越したものがあ

り、食に対する消費者の目が厳

しくなるほど、当社の存在感は

高まってゆくことと思われます。

これからも時代が求める製品を

次々と開発され、さらに躍進さ

れることを期待しています。

ホルモンのパック詰ライン ホルモンのパック詰作業 商品の規格デザイン作業

主要な商品 つしま地どり鍋セット 左から松尾会長、鬼木頭取、松尾社長、山本支店長
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